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は じ め に

　ウチダザリガニは北米原産の外来種で（中田ら，
2003；阿部ら，2005）、ハサミの可動指の付け根に青
白い斑紋を持つことが特徴である。成体は体長15-20
㎝の大きさに成長し，10年以上生存することもある（自
然環境研究センター，2019）。秋に交尾し、雌は100-
500個の卵を腹部に抱えて越冬し、春から初夏に孵化
した稚ザリガニは２-３年で成熟する（豊田，2019）。
ウチダザリガニは冷水を好むとされるが、30℃以上
の高水温に耐性を示す個体がいることも知られてい
る（Nakata et al., 2002；自然環境研究センター，
2019）。このように、ウチダザリガニは環境適応能力
が高く、繁殖力も著しく高いため、定着した場所では
個体群密度が急増し（中田ら，2006）、泥底の攪拌、
栄養塩の排泄、落葉の分解などを通して底生動物や水
生植物の生息環境を改変する（Usioら，2007）。ただし、
アメリカザリガニのように水草を徹底的に切断した
り、泥に穴を掘って巣を造ったりすることはほとんど
ない。ウチダザリガニは底生動物や植物を餌資源とし
て利用するが（難波ら，2015；塘，2023）、北海道釧
路市の春採湖におけるカワシンジュガイ属の捕食、阿
寒湖におけるマリモに穴を穿ける被害、ニホンザリガ
ニの駆逐など、レッドリスト掲載種や天然記念物を含

む在来種に対して負の影響を及ぼす事例が報告されて
いる（二宮，2011；池田，2012；照井・河野，2017）。
このようにウチダザリガニは生態系や生物多様性に大
きな負の影響を及ぼすため、特定外来生物に指定され
ている。
　ウチダザリガニは、1909年と1926～1930年にアメリ
カ合衆国オレゴン州のコロンビア川から水産資源とし
て日本の水産試験場へ導入された（Usioら、2007）。
現在は北海道、宮城県、福島県、栃木県、群馬県、千
葉県、新潟県、福井県、長野県、滋賀県で生息が確
認されている（自然環境研究センター，2019；塘，
2023）。福島県は1998年に国内移入個体群が最初に発
見された県であるが（川井・三田村，2003）、裏磐梯
地域（北塩原村）での発見以降、いわき市（小玉ダム
のこだま湖）、二本松市（山ノ入ダムのあだち湖）、西
郷村（堀川ダム湖及び堀川）、喜多方市（阿賀川）、猪
苗代町（猪苗代平野）でも生息が確認されている。猪
苗代平野では観音寺川（総延長5.3㎞）、長瀬川（総延
長23.2㎞，ただし，ウチダザリガニの分布域は酸性河
川である酸川が合流する前の中性水域）、菱沼川（総
延長３㎞弱）の３河川に生息しているが、それらに加
えて河川と連続する夷田地区と金曲地区の水田用水路
にも分布しているのが特徴である。また、2023年には
猪苗代湖内からもウチダザリガニが発見された（石
山・石山，2023）。猪苗代平野へのウチダザリガニの
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侵入経路はまだ特定されていないが、長瀬川の酸性水
域には分布していないため（塘・横山，2020）、長瀬
川の酸性水域から直接侵入した可能性は低い。現在の
ところ、酸性河川である酸川が長瀬川に流入する前に
長瀬堰で取水した長瀬川の中性水を、農業用水などと
して猪苗代平野へと運ぶ水路を介して観音寺川に侵入
した可能性が指摘されている（特定外来生物ウチダザ
リガニ防除隊Gmens、私信）。猪苗代平野を流れる河
川や猪苗代湖には多様な底生動物が生息しており、重
要種（環境省や福島県のレッドリスト掲載種）も記録
されている（長瀬川：塘・横山，2020，菱沼川：塘，
2023，猪苗代湖：塘，2017ａ，ｂ，2022）。猪苗代平野
におけるウチダザリガニの生息や分布拡大は、そこに
生息する重要種を含む底生動物の多様性や生息環境に
負の影響を及ぼす可能性が高い。一方、猪苗代平野に
おいて最初にウチダザリガニが侵入した水域である可
能性が高い観音寺川では底生動物相調査がまったく実
施されていない。そのため、観音寺川にどのような底
生動物相が形成されているのか、どのような重要種が
生息しているのか、そして侵入したウチダザリガニが

それらにどのような影響を及ぼすのかについては、現
時点ではまったく不明であり、現状を把握することが
喫緊の課題である。そこで本研究では、ウチダザリガ
ニが侵入している観音寺川において、底生動物相を明
らかにすることを目的として、調査を実施した。

調査地と調査方法

　観音寺川は猪苗代平野の北東部にある川桁山の標高
約910ｍの場所に発し、長瀬川にその左支川として流
入する総延長約5.3㎞の中性河川である（図１）。源流
域・上流域は落葉広葉樹林内を流れ、ホテルリステル

（HL）猪苗代が右岸側に見える標高約700ｍの場所か
ら河畔にスギ植林が混ざる（図１）。観音寺（標高約
561ｍ）横を流下して県道322号線（壺楊本町線）を越
えると桜並木となり、川桁橋上流までの約１㎞が桜の
回廊となる。この桜並木の区間は市街地を流れる（図
１）。JR東日本磐越西線を越えた標高約524ｍの場所
から周囲は水田地帯となる。磐越自動車道の下流側か
らは平地流的な環境を呈し、標高約514ｍの場所で酸

図１．調査地位置図
観音寺川は川桁山の標高約910ｍの場所に発し，長瀬川にその左支川として流入する。本研究における底生
動物相調査は，図中にアステリスクを付したホテルリステル猪苗代付近（St.1），林口橋付近（St.2），川
桁橋上流（St.3），観音寺川橋下流（St.4），夷田橋上流（St.5）の５つの調査地で実施した。長瀬堰で取水
された長瀬川の中性水は，黒矢印で示した水路によって観音寺川橋下で観音寺川の右岸側に流入する。
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性河川である長瀬川に流入する（図１）。本研究にお
ける観音寺川での底生動物相調査は、以下に記した５
つの調査地を設けて実施した（図１）。
　最上流の調査地St.1（HL猪苗代付近：標高約566ｍ，
Ｎ37.540494，Ｅ140.148393，図２Ａ）は、河畔に渓
畔林が広がり、河川上部は樹木によって鬱閉されてい
る。底質は礫質で、巨礫が多いが、淵部の底質は砂
質で落葉が堆積している場所も見られる。調査地の
上流右岸側はHL猪苗代内の車道に隣接しており、護
岸されている（図２Ｂ）。St.2（林口橋付近：標高約
559ｍ，Ｎ37.539762，Ｅ140.146462，St.1の約160ｍ
下流，図２Ｃ）は、右岸側は護岸されておらず、ヨシ

群落が発達し、河畔には草本植物や低木を主とする植
生が見られる。一方、左岸側は護岸され、河床はコン
クリートで固められている。調査地は上空が林口橋に
よって遮られている場所を含むが、それ以外の場所の
河川上部は開けている。底質は砂礫質で、巨礫もあ
り、落葉が堆積している場所も見られる。St.3（川桁
橋上流：標高約530ｍ，Ｎ37.536938，Ｅ140.137106，
St.2の約890ｍ下流，図２Ｄ）は、河畔には草本植物
や低木を主とする植生が見られるが、抽水植物は見ら
れない。両岸とも護岸されていないが、落差工下部の
河床とその両岸はコンクリートで固められている。河
川上部は開けている。底質は砂礫質で、泥や落葉が堆

図２．調査地
Ａ．ホテルリステル猪苗代付近（St.1）。写真奥が下流側（2023年５月25日撮影）。Ｂ．ホテルリステル猪
苗代付近（St.1）上流右岸側の護岸。写真奥が上流側（2023年10月29日撮影）。2023年10月29日は流量が極
めて少なかった。Ｃ．林口橋付近（St.2）。写真奥が上流側（2023年４月25日撮影）。Ｄ．川桁橋上流（St.3）。
写真奥が下流側（2023年７月21日撮影）。Ｅ．河道から水が完全に消失した川桁橋上流。この場所では夏季（８
月と９月）に水が伏流する。写真奥が下流側（2023年８月21日撮影）。Ｆ．川桁橋の上流側にある大きな落差工。
写真奥が上流側（2022年12月13日撮影）。この落差工よりも上流側で夏季（８月と９月）に水が伏流する。Ｇ．
観音寺川橋下流（St.4）。写真左が上流側（2023年７月21日撮影）。Ｈ．長瀬川の中性水の流入部。長瀬堰
で取水された長瀬川の中性水は，ゴム堰上流にある観音寺川橋下で観音寺川右岸側（白矢印）に流入する。
写真奥が上流側（2023年３月29日撮影）。Ｉ．夷田橋上流（St.5）。写真左が上流側（2023年５月25日撮影）。
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積している場所も見られる。川桁橋の少し上流側に大
きな落差工があるが（図２Ｆ）、この落差工よりも上
流側では夏季（８月と９月）に水が伏流し、河道から
水が完全に消失する（図２Ｅ）。St.4（観音寺川橋下
流：標高約516ｍ，Ｎ37.534454，Ｅ140.128587，St.3
の約840ｍ下流，図２Ｇ）はゴム堰（高さ約180㎝）の
下流側で、河道内に中州があり、草本植物が繁茂して
いる。河川上部は開けている。ゴム堰下部の河床はコ
ンクリートで固められ、右岸側には河床にコンクリー
ト製のブロックが埋設された場所がある。両岸は護岸
されている。底質は砂礫質であるが、コンクリート上
の底質は泥質である。長瀬堰で取水した長瀬川の中性
水を猪苗代平野へと運ぶ水路はゴム堰上流の右岸側に
流入する（図２Ｈの白矢印部分）。St.5（夷田橋上流：
標高約516ｍ，Ｎ37.533620，Ｅ140.126270，St.4の約
245ｍ下流，図２Ｉ）は落差工の下流側で、河畔には
草本植物が繁茂し、落差工の上流側の河畔にはヨシ群
落が発達する。河川上部は開けている。落差工下部の
河床はコンクリートで固められており、その下流部に
も落差工があり、この落差工下部にはコンクリート製
のブロックが埋設されている。堤防の河道側斜面は護
岸されているが、護岸に隣接する右岸の一部を除いて、
川岸は護岸されていない。底質は砂質であるが、コン
クリート上の底質は泥質で、コケ類が生えている場所
もある。
　５つの調査地での調査は2023年３月から10月までの
期間、月１回の頻度で計８回（３月29日、４月25日、
５月25日、６月25日、７月21日、８月21日、９月26日、
10月29日）実施した。また、2022年12月13日には林口
橋付近、川桁橋上流、夷田橋上流で、2023年１月23日
にはHL猪苗代付近で、2023年２月21日にはHL猪苗代
付近、林口橋付近、川桁橋上流、夷田橋上流、2023年
11月28日には川桁橋上流で補足的な底生動物相調査を

定性的に実施した。なお、川桁橋上流では８月21日と
９月26日は表流水が完全に消失していたため、調査を
実施しなかった。
　底生動物の採集は、採集における努力量を一定とす
る定量的な方法（採集人数３人、採集時間20分間）に
よって実施した。河川の上下流方向に15ｍの調査区間
を設定し、採集はこの調査区間内で水生昆虫稚魚すく
い網（HOGA社製，メッシュサイズ１㎜）を使用して
実施した。また、幼虫が水生生活を行い、成虫が陸上
生活を行う昆虫を対象とした陸生昆虫の採集を、捕虫
網（柄の長さ90㎝，ネットの直径40㎝）を使用し、ルッ
キング法とスウィーピング法を併用して実施した。採
集は努力量を一定とする定量的な方法（採集人数３人，
採集時間15分間）によって実施した。採集した底生動
物とカゲロウ目、カワゲラ目、トビケラ目、コウチュ
ウ目の成虫は70％エタノールで固定し、トンボ目、ア
ミメカゲロウ目、チョウ目の成虫は生かした状態で研
究室に持ち帰った。サンプルは実体顕微鏡（オリンパ
ス社製，SZ61）を用いて同定した。特定外来生物に
指定されているウチダザリガニは、生かした状態で移
動・運搬することが外来生物法で禁止されているため、
捕獲した個体はすべて現地で99％エタノールに浸漬し
て殺処分した。殺処分した個体は個体数を計数するた
めにすべて研究室に持ち帰った。
　各調査地の河川環境として、COD 、NO2 、EC 、
pH、DOを測定した（表１）。CODとNO2はパックテ
スト（共立理化学研究所製）によって、ECとpHは、
pH/ECメーター（HI98129N、HANNA社製）、DOは
デジタルDOメーター（PDO-519、FUSO社製）を使
用し、測定した。なお、上述したとおり川桁橋上流で
は８月21日と９月26日は表流水が完全に消失していた
ため、環境測定を実施しなかった。

　表１．観音寺川における各調査地の環境測定値
HL猪苗代付近（St.1） 林口橋付近（St.2） 川桁橋上流（St.3） 観音寺川橋下流（St.4） 夷田橋上流（St.5）

調査実施日 COD NO2 EC pH DO COD NO2 EC pH DO COD NO2 EC pH DO COD NO2 EC pH DO COD NO2 EC pH DO

3月29日 4 0.02 38 7.24 22.3 3 0.05 40 7.14 22.2 3 0.02 78 7.40 21.6 3 0.02 76 7.36 23.5 2 0.02 86 7.84 20.9
4月25日 0 0.02 43 7.60 24.8 4 0.02 54 7.14 24.6 4 0.02 55 7.26 21.5 4 0.02 80 7.01 20.8 5 0.02 80 8.62 23.1
5月25日 2 0.01 47 7.95 23.9 4 0.01 79 7.74 21.8 2 0.01 139 8.06 20.2 4 0.01 132 7.01 21.9 6 0.02 141 7.39 20.2
6月25日 2 0.02 49 7.64 21.2 2 0.02 118 7.46 19.3 4 0.02 76 7.54 18.2 4 0.02 128 7.41 18.9 4 0.02 134 7.41 19.2
7月21日 1 0.02 46 7.30 17.6 2 0.02 79 7.44 18.1 2 0.02 90 7.73 18.0 4 0.02 143 7.23 17.6 5 0.02 149 7.29 17.2
8月21日 1 0.01 54 7.75 16.1 4 0.01 203 7.82 16.2 - - - - - 6 0.02 132 7.36 17.1 6 0.02 131 7.38 15.9
9月26日 2 0.01 51 7.63 16.5 3 0.01 432 7.53 18.4 - - - - - 6 0.01 131 7.34 16.1 3 0.01 203 7.67 13.3

10月29日 2 0.02 56 7.89 18.6 1 0.02 503 7.64 19.5 5 0.02 132 8.08 19.6 2 0.02 123 7.23 19.9 2 0.02 97 6.91 18.6

COD，NO2，DOの単位はmg/L，ECの単位はµS/㎝。
川桁橋上流（St.3）では，8月21日と9月26日は表流水が完全に消失していたため，環境測定を実施しなかった。
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結　　　果

観音寺川から記録された底生動物
　本研究における観音寺川での底生動物相調査によっ
て、HL猪苗代付近（St.1）では２綱10目44科73属94種、
林口橋付近（St.2）では４綱13目54科80属105種、川
桁橋上流（St.3）では４綱12目56科73属93種、観音寺
川橋下流（St.4）では５綱15目59科77属83種、夷田橋
上流（St.5）では５綱16目49科64属72種、合計６綱19
目88科144属191種の底生動物が記録された（表２、こ
こで言う「種」には、種名を特定した分類群だけでな
く、体サイズが小さい、属や種を識別する形質が知ら
れていないなどの理由から「科の属不明種」や「属の
一種」のように上位の分類階級までの同定に留めた種
小名不詳種、さらには複数の種小名不詳種を含む分類
群も含まれている。また、本稿で分類群の数を記述す
る際には、これらをいずれも一つの種とみなし、種数
と表現した。ただし、「科の属不明種」や「属の一種」
のように上位の分類階級までの同定に留めた分類群と
種小名が明らかにされた同科、同属の種が記録されて
いる場合は数に含めなかった。
　昆虫綱は10目70科124属169種が記録された。カゲロ
ウ目は７科17属34種、トンボ目は８科14属17種、カワ
ゲラ目は７科22属24種、カメムシ目は７科９属12種、
ヘビトンボ目は２科３属３種、アミメカゲロウ目は１
科１属１種、トビケラ目は19科23属38種、チョウ目は
１科１属１種、コウチュウ目は９科21属23種、ハエ目
は10科15属18種が記録された。甲殻綱は３目７科７属
７種が記録された。等脚目は１科１属１種、端脚目は
２科２属２種、十脚目は４科４属４種が記録された。
環帯綱はフンナシビル目の２科２属４種が記録され
た。腹足綱は有肺目は３科４属４種、吸腔目は１科１
属１種、原始紐舌目は１科１属１種が記録された。二
枚貝綱はマルスダレガイ目の２科２属２種が記録され
た。ウズムシ綱はウズムシ目の１科１属１種が記録さ
れた。
　重要種（環境省や福島県のレッドリスト（RL）掲
載種など）は、カメムシ目のコオイムシ（図３Ａ，環
境省RL準絶滅危惧）、コウチュウ目のマルガタゲンゴ
ロウ（図３Ｂ，環境省RL絶滅危惧Ⅱ類，特定第二種
国内希少野生動植物種）、ミズスマシ（環境省RL絶滅
危惧Ⅱ類，福島県RL準絶滅危惧）、コオナガミズスマ
シ（環境省RL絶滅危惧Ⅱ類，福島県RL準絶滅危惧）、
コガムシ（図３Ｃ，環境省RL情報不足）、有肺目のモ

ノアラガイ（図３Ｄ，環境省RL準絶滅危惧）、ヒラマ
キミズマイマイ（環境省RL情報不足）、原始紐舌目の
オオタニシ（環境省RL準絶滅危惧）の８種が記録さ
れた（表２）。
　外来種は、コウチュウ目のイネミズゾウムシ（図３
Ｅ，日本の侵略的外来種ワースト100選定種，植物防
疫法による指定有害動物）、端脚目のフロリダマミズ
ヨコエビ（図３Ｆ，生態系被害防止外来種リストのそ
の他の総合対策外来種，福島県の侵略的外来種リスト
選定種）、十脚目のウチダザリガニ（図３Ｇ，特定外
来生物，日本の侵略的外来種ワースト100選定種，生
態系被害防止外来種リストの緊急対策外来種，福島県
の侵略的外来種リスト選定種）、有肺目のサカマキガ
イ（図３Ｈ，日本の侵略的外来種ワースト100選定種）、
マルスダレガイ目のタイワンシジミ種群（生態系被害
防止外来種リストのその他の総合対策外来種，福島県
の侵略的外来種リスト掲載種）の５種が記録された（表
２）。

観音寺川河畔から記録された水生昆虫の成虫
　本研究における観音寺川河畔での水生昆虫の成虫の
調査によって、５つの調査地から６目32科36属52種が
記録された（表２）。HL猪苗代付近では５目13科14属
20種、林口橋付近では４目10科12属15種、川桁橋上流
では３目11科12属14種、観音寺川橋下流では４目12科
13属14種、夷田橋上流では５目13科16属17種が記録さ
れた（表２）。カゲロウ目は６科６属７種、トンボ目
は４科４属８種、カワゲラ目は７科10属14種、アミメ
カゲロウ目は１科１属１種、トビケラ目は13科14属21
種、チョウ目は１科１属１種が記録された（表２）。
なお、オツネントンボ、クロイトトンボ、ナツアカネ、
マユタテアカネ、ノシメトンボ、フクシマクロカワゲ
ラ、ユキクロカワゲラ、トランスクィラナガレトビケ
ラ、クダトビケラ属の一種、キブネクダトビケラ属の
一種の計10種の幼虫は、観音寺川の各調査地から採集
されなかった。

観音寺川におけるウチダザリガニの分布
　観音寺川において、ウチダザリガニは上流側の３つ
の調査地からは確認されず、下流側の観音寺川橋下流
と夷田橋上流の２つの調査地のみで確認された。表３
に2023年３月から10月までの２つの調査地における月
別、雌雄別の捕獲個体数を示した。計８回の調査によっ
て、観音寺川橋下流からは合計37個体（雄19個体，雌
18個体）、夷田橋上流からは合計170個体（雄76個体，
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雌94個体）が捕獲された。卵を保持した抱卵個体はど
ちらの調査地からも確認されなかった。

考　　　察

観音寺川の底生動物相
　本研究における観音寺川での底生動物相調査によっ
て、観音寺川からは６綱19目88科144属191種の底生動

物が記録された（表２）。また、観音寺川河畔から６
目32科36属52種の水生昆虫の成虫が記録された（表
２）。オツネントンボ、クロイトトンボ、ナツアカネ、
マユタテアカネ、ノシメトンボ、フクシマクロカワゲ
ラ、ユキクロカワゲラ、トランスクィラナガレトビケ
ラ、クダトビケラ属の一種、キブネクダトビケラ属の
一種の計10種の幼虫は、観音寺川の各調査地から採集
されなかったが、これら以外の42種の幼虫は観音寺川
から記録され、幼虫では種同定できなかったもののい
くつかは種名が明らかになった。
　上流側の３つの調査地（HL猪苗代付近（St.1）、林
口橋付近（St.2）、川桁橋上流（St.3））から幼虫が記
録されたフサオナシカワゲラ属は、林口橋付近でモン
オナシカワゲラ、川桁橋上流でサトモンオナシカワゲ
ラが成虫として記録された（表２）。したがって、本
属の幼虫には２種が含まれる可能性が高い。また、サ
トモンオナシカワゲラは夷田橋上流（St.5）でも記録
されたため（表２）、本属の幼虫はより下流域まで分
布し、流域によって生息する種が異なる可能性がある。
全調査地から幼虫が記録されたオナシカワゲラ属は、

図３．観音寺川から記録された重要種と外来種
Ａ．コオイムシ（コオイムシ科）。環境省RL2020では準絶滅危惧。2022年12月13日，川桁橋上流にて撮影。
Ｂ．マルガタゲンゴロウ（ゲンゴロウ科）。環境省RL2020では絶滅危惧Ⅱ類。特定第二種国内希少野生動
植物種。2023年９月26日，夷田橋上流にて撮影。Ｃ．コガムシ（ガムシ科）。環境省RL2020では情報不足。
2023年10月29日，夷田橋上流にて撮影。Ｄ．モノアラガイ（モノアラガイ科）。環境省RL2020では準絶滅危
惧。2023年６月25日，川桁橋上流にて撮影。Ｅ．イネミズゾウムシ（イネゾウムシ科）。日本の侵略的外来
種ワースト100選定種であり，植物防疫法による指定有害動物である。2023年６月25日，観音寺川橋下流に
て撮影。Ｆ．フロリダマミズヨコエビ（マミズヨコエビ科）。生態系被害防止外来種リストのその他の総合
対策外来種であり，福島県の侵略的外来種リスト選定種である。2023年９月26日，観音寺川橋下流にて撮影。 
Ｇ．ウチダザリガニ（ザリガニ科）。特定外来生物であり，生態系被害防止外来種リストの緊急対策外来
種，福島県の侵略的外来種リスト選定種である。観音寺川では下流の２つの調査地（観音寺川橋下流と夷
田橋上流）から記録された。2023年７月21日，夷田橋上流にて撮影。Ｈ．サカマキガイ（サカマキガイ科）。
日本の侵略的外来種ワースト100選定種である。2023年10月29日，川桁橋上流にて撮影。スケールはＡ-Ｄ，
Ｈが10㎜，Ｅ-Ｆが３㎜，Ｇが５㎝。

３Ａ３Ａ ＤＤ

ＧＧ

ＢＢ

ＨＨ

ＣＣ

ＦＦＥＥ

表３．�観音寺川から記録されたウチダザリガニの
個体数

観音寺川橋下流（St.4） 夷田橋上流（St.5）
調査実施日 ♂ ♀ 合計 ♂ ♀ 合計
３月29日 0 0 0 0 0 0
４月25日 0 0 0 1 2 3
５月25日 2 1 3 1 3 4
６月25日 3 12 15 6 12 18
７月21日 7 2 9 29 32 61
８月21日 4 2 6 8 26 34
９月26日 2 0 2 26 13 39
10月29日 1 1 2 5 6 11

計 19 18 37 76 94 170
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観音寺川橋下流（St.4）と夷田橋上流でオナシカワゲ
ラとアサカワオナシカワゲラが、川桁橋上流でナライ
オナシカワゲラが記録されたため（表２）、本属の幼
虫には３種が含まれる可能性が高い。林口橋付近で採
集された個体は雌のため種同定できなかった。HL猪
苗代付近では本属の成虫は採集されなかった（表２）。
HL猪苗代付近で幼虫が記録されたユビオナシカワゲ
ラ属は、林口橋付近と観音寺川橋下流でエンバンオナ
シカワゲラが、夷田橋上流でマガリオナシカワゲラが
記録されたため（表２）、本属の幼虫には２種が含ま
れる可能性が高い。しかし、HL猪苗代付近では本属
の成虫は記録されなかった（表２）。オナシカワゲラ
科の３属は、HL猪苗代付近では３属すべての幼虫が
記録されているにもかかわらず（表１）、オナシカワ
ゲラ属とユビオナシカワゲラ属の成虫は採集できな
かった。これは成虫の採集が不十分であったことを示
唆しており、そのことを踏まえると、観音寺川に生息
するこれら２属の種数は本研究で記録されたそれぞれ
の種数よりももっと多いのかもしれない。
　観音寺川河畔での成虫の採集調査によって種名が明
らかになったオナシカワゲラ科以外の種は、オニクサ
カワゲラ（アミメカワゲラ科クサカワゲラ属）、キブ
ネミドリカワゲラ（ミドリカワゲラ科）、ウンモンヒ
ロバカゲロウ（ヒロバカゲロウ科）、タニガワトビケ
ラ（カワトビケラ科タニガワトビケラ属）、コガタシ
マトビケラ（シマトビケラ科コガタシマトビケラ属）、
ホタルトビケラ（エグリトビケラ科ホタルトビケラ
属）、ヤマモトセンカイトビケラ（ヒゲナガトビケラ
科センカイトビケラ属）、キオビミズメイガ（ツトガ
科キオビミズメイガ属）である（表２）。また、カク
ツツトビケラ科カクツツトビケラ属は４種の幼虫が記
録されたが（表２）、それらに含まれていないコジマ
カクツツトビケラの成虫が林口橋付近で記録された

（表２）。したがって、観音寺川には少なくとも５種の
カクツツトビケラ属の種が生息しているものと考えら
れる。
　幼虫が観音寺川から採集されなかった10種の中で、
幼虫が流水生あるいは流水域にも生息するクロイトト
ンボ、フクシマクロカワゲラ、ユキクロカワゲラ、ト
ランスクィラナガレトビケラ、クダトビケラ属の一種、
キブネクダトビケラ属の一種の計６種は幼虫が観音寺
川に生息している可能性がある。これらと成虫が記録
されたことによって増えたオナシカワゲラ科とカクツ
ツトビケラ属の種数を加えると、観音寺川には少なく
とも６綱19目91科149属202種の底生動物が生息してい

るものと考えられる。
　観音寺川は標高約514ｍの場所で長瀬川に流入する。
観音寺川が流入する長瀬川は酸川の流入によって酸性
河川となっており、その酸性水域を代表する底生動物
として、コオノオナシカワゲラ Protonemura kohnoae 
Shimizu, 1998、フクシマクロカワゲラ、チャイロシ
マチビゲンゴロウ、モンキマメゲンゴロウ、レゼイナ
ガレトビケラ Rhyacophila lezeyi Navás、1933、トワ
ダナガレトビケラが挙げられる（塘・横山，2020）。
これらの底生動物の中で、フクシマクロカワゲラは観
音寺川のすべての調査地から成虫が記録されたため、
幼虫も観音寺川に生息している可能性が高いと考えら
れる。チャイロシマチビゲンゴロウは林口橋付近のみ
で、モンキマメゲンゴロウは夷田橋上流のみで、ト
ワダナガレトビケラはHL猪苗代付近と林口橋付近の
２ヶ所で記録されたが、コオノオナシカワゲラとレゼ
イナガレトビケラは観音寺川では成虫も含めて記録さ
れなかった。フクシマクロカワゲラとコオノオナシカ
ワゲラは長瀬川の酸性水域に優占する種であり、長瀬
川ではフクシマクロカワゲラが属するクロカワゲラ
属、コオノオナシカワゲラが属するユビオナシカワゲ
ラ属ではそれぞれフクシマクロカワゲラとコオノオナ
シカワゲラ以外の種は記録されていない（塘・横山，
2020）。一方、観音寺川ではクロカワゲラ属の種とし
てはフクシマクロカワゲラのみが記録されたが、ユビ
オナシカワゲラ属の種としてはエンバンオナシカワゲ
ラとマガリオナシカワゲラが記録された（表２）。こ
のことは、フクシマクロカワゲラは生息地が酸性水域
に限定されず、猪苗代平野に広く分布する種であるこ
と、一方、コオノオナシカワゲラは生息環境が酸性水
域に限定される種であることを示唆している。レゼイ
ナガレトビケラとトワダナガレトビケラも長瀬川で
は酸性水域からしか記録されていないが（塘・横山，
2020）、観音寺川では上流の２つの調査地からトワダ
ナガレトビケラが記録された。このことから、レゼイ
ナガレトビケラはコオノオナシカワゲラと同様に生息
環境が酸性水域に限定される種であるのかもしれな
い。トワダナガレトビケラは裏磐梯地域では桧原湖に
流入する多くの河川から記録されているため（大平・
塘，2015）、フクシマクロカワゲラのように猪苗代平
野に広く分布する種ではなく、河川上流域など山地渓
流に生息する種であると考えられる（野崎，2016；谷
田ら，2018）。長瀬川の酸性水域からは重要種が４種

（コオイムシ，ミズスマシ，オオミズスマシ Dineutus 
orientalis （MoDeer, 1776），コガムシ）、外来種はフ
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ロリダマミズヨコエビが記録されているが（塘・横山，
2020）、観音寺川からオオミズスマシは未発見である。
　猪苗代平野で観音寺川と同様にウチダザリガニが侵
入している菱沼川は、総延長３㎞弱の河川で、最上流
部（標高約516ｍ）と猪苗代湖への流入部（標高約513
ｍ）との標高差がほとんどない平地流河川である。ど
の場所も護岸されており、水質も良いとは言えない河
川であるが、85種の底生動物が記録されている（塘，
2023）。菱沼川と観音寺川との最短距離は約1.3㎞と近
いためか，菱沼川から記録された底生動物の多くは観
音寺川と共通している（表２）。しかし、観音寺川か
らは未記録の種が21種含まれている（塘，2023）。21
種の中で、観音寺川からの記録ではおそらく「コカゲ
ロウ属の複数種（広義）」に含まれていると思われる
フトヒゲコカゲロウ属の一種やウデマガリコカゲロ
ウ、観音寺川では生息の有無を確認していないウチダ
ザリガニの共生者（２種）、観音寺川でも同属の幼虫
が記録されたヤマトゴマフガムシを除くと残りは16種
で、ヒロオカクツツトビケラと半水生種であるナカグ
ロキバネクビナガゴミムシ以外の14種は止水生種で
あった（表２で和名にアステリスク１つを付した種）。
観音寺川の下流の２つの調査地にも止水生種は多く見
られるが、菱沼川では河川全体に広く生息が認められ
る種（例えばフタバカゲロウ、コオイムシ、コガシラ
ミズムシ、コシマゲンゴロウ、キイロヒラタガムシ、
ミズムシ、スジエビ、ヌカエビ、カワニナなど）のほ
とんどが止水生種であるため、観音寺川では生息が確
認できなかった止水生種が菱沼川にはより多く分布し
ているものと思われる。菱沼川からは重要種が５種（コ
オイムシ、ガムシ、コガムシ、モノアラガイ、イボビ
ル）、外来種は３種（イネミズゾウムシ、フロリダマ
ミズヨコエビ、ウチダザリガニ）が記録されているが

（塘，2023）、菱沼川で記録されたガムシとイボビルは
観音寺川からは未発見である。

観音寺川の底生動物相の保全
　本研究による調査によって、観音寺川には８種の重
要種を含む200種を超える多様な底生動物が生息して
いることが明らかになった（表２）。特に林口橋付近
では本研究における５つの調査地の中では最多の105
種の底生動物が記録された（表２）。林口橋付近から
記録された重要種２種（ミズスマシとコオナガミズス
マシ）は他の調査地からは記録されなかった（表２）。
この場所の左岸側は護岸され、河床もコンクリートで
固められていたが（図２C）、右岸側の河床はコンク

リートで固められておらず、ヨシが繁茂し、河畔には
草本植物と低木からなる植生が発達するなど、底生動
物や水生昆虫の成虫の生息環境として良好である。と
ころで、この場所の８月から10月までのECの値はそ
れぞれ203、432、503（μS/㎝）と、他の４つの調査
地と比べて顕著に高い値を示した（表１）。この場所
の約160ｍ上流に位置するHL猪苗代付近の８月から10
月までのECの値はそれぞれ54、51、56（μS/㎝）で
あり、林口橋付近のような高い値ではなかった（表１）。
したがって、林口橋付近のECの値が高くなった要因
はHL猪苗代付近と林口橋付近の間の約160ｍの区間
にあると考えられる。渓流水のイオン濃度は水生植物
の組成や土壌などの自然的要因、工業地や農地からの
排水などの人為的要因によって大きく変化し、ECは
その影響を受けて大きく変化することが知られる（森
本ら，2022；吉村，2022）。しかし、林口橋付近の８
月から10月までのpHの値については、それまでの期
間と比較して顕著な値の変化は認められなかった（表
１）。HL猪苗代付近と林口橋付近の間でECの値を上
昇させる要因は渓畔林などから河川内に供給されてい
る物質かもしれないし、河床や河床間隙から河川内に
供給されているものかもしれない。しかし、本研究で
はその要因を明らかにするための調査等は実施してい
ない。この場所で2023年３月から７月に記録された底
生動物の種でその後生息が確認できなくなった種は認
められなかったため、少なくとも2023年については、
８月から10月までの期間のECの値が高かったことが
この場所の底生動物相に負の影響を及ぼした可能性は
低いと考えられる。しかし、林口橋付近で秋季（８～
10月）にECが著しく高くなる現象が毎年生じるので
あれば、この場所の底生動物相に負の影響が生じる可
能性もある。まずはこの現象が毎年生じるのか否かを
調査することが重要である。そして、もしこの現象が
毎年生じるのであれば、HL猪苗代付近と林口橋付近
の間のどこでECの値が上昇しているのかを突き止め、
その要因を明らかにする必要がある。底生動物の多様
性が高く、他の場所からは未記録の重要種も生息して
いる林口橋付近の底生動物相を保全するためにも、林
口橋付近における底生動物相調査とECの測定は継続
する必要がある。
　観音寺川には８種の重要種が生息している一方で、
５種の外来種が生息していることも明らかになった

（表２）。外来種は同じニッチを利用する在来種と競争
し、在来種を駆逐してしまうこと、捕食により在来種
の個体数を減少させてしまうことが知られている（自
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然環境研究センター，2019）。観音寺川における外来
種は下流側の２つの調査地（観音寺川橋下流と夷田橋
上流）ではそれぞれ４種が記録されており（表２）、
それ以外の調査地よりも多かった（HL猪苗代付近で
は０種、林口橋付近と川桁橋上流では１種ずつ，表２）。
下流側の２つの調査地から記録された底生動物の種数

（それぞれ83種と72種）が上流側の３つの調査地のそ
れ（それぞれ94種，105種，93種）よりも少ない原因は、
CODの値からは水質汚濁の影響が示唆されるが（表
１）、外来生物がその場所の底生動物相に負の影響を
及ぼすことにより、底生動物の種多様性を低下させて
いる可能性も考えられる。最下流の夷田橋上流では６
月から９月にかけて大量のウチダザリガニを確認した

（表３）。観音寺川では特定外来生物ウチダザリガニ防
除隊Gmensによる定期的な駆除活動が実施されてい
るが、駆除目的ではない本研究でも多くの個体が捕獲
されたことを考えると、駆除効果は不十分であると言
わざるを得ない。ウチダザリガニが分布する下流側の
２つの調査地には重要種（マルガタゲンゴロウ、コガ
ムシ、モノアラガイ、ヒラマキミズマイマイ、オオタ
ニシ）も生息していることから、早急な対策を取らな
ければこれらの重要種にも負の影響が生じるかもしれ
ない。観音寺川でのウチダザリガニの駆除活動を促進
するためには、観音寺川には重要種を含む多様な底生
動物が生息していること、特定外来生物であるウチダ
ザリガニが生息していること、そして重要種を含む多
様な底生動物がウチダザリガニによる負の影響を受け
る可能性があることを一人でも多くの人に周知し、啓
発する必要がある。
　観音寺川の下流側の２つの調査地には外来種である
フロリダマミズヨコエビが分布しており、特に最下流
の夷田橋上流では夥しい個体数が確認された。フロリ
ダマミズヨコエビは在来のヨコエビ類とは異なり、高
水温、水温変動、水質汚濁に対する耐性があり、在来
のヨコエビ類が生息できない環境でも生息が可能であ
ることが知られている（田中ら，2010；Tojo et al., 
2010；自然環境研究センター，2019）。観音寺川橋下
流と夷田橋上流のCODの値は、３月と10月を除くと
３-６（㎎/L）以上であり（表１）、水中の有機汚濁
負荷が大きいと評価せざるを得ないが、これらの調査
地には在来種であるオオエゾヨコエビも分布している

（表２）。オオエゾヨコエビは底質が砂礫質で水生植物
が繁茂する場所を好んで生息する（草野，2001）。し
たがって、下流側の２つの調査地にはオオエゾヨコエ
ビが生息できる水質が良好な環境がまだ残されている

ものと考えられる。しかし、オオエゾヨコエビはフロ
リダマミズヨコエビと生息環境や餌資源を巡って競合
している可能性があり、水質がより悪化すれば、オオ
エゾヨコエビは姿を消し、フロリダマミズヨコエビが
増加する可能性が高い。下流側の２つの調査地から記
録された重要種であるマルガタゲンゴロウとモノアラ
ガイは水質が良好な水域を好むことが知られているが

（川瀬，2018；中島ら，2020）、これらの重要種も水質
がさらに悪化すれば姿を消してしまうかもしれない。
観音寺川の下流側の２つの調査地では河畔や河川内に
空きカン、ガラスの破片、ビニル袋などのゴミが多かっ
た。水域に漂着したゴミは水環境や生態系に対して大
きな負の影響を及ぼすため（小島・眞，2007）、観音
寺川でも川岸や河畔に漂着したゴミが底生動物に対し
て生息環境や水質などに対して負の影響を及ぼしてい
る可能性が高い。一方、抽水植物を含む水生植物は、
水中の栄養塩類を吸収するため、水質浄化に寄与する
ことが知られている（関根ら，1994）。観音寺川の下
流域の河畔にはヨシ群落が発達しているため、それら
は水質浄化に寄与しているものと考えられる。しかし、
秋季以降に枯死したヨシが河川内に倒伏すると植物体
に吸収されていた栄養塩類は河川水中に流出してしま
う。したがって、観音寺川の下流域に生息する底生動
物やそれらの生息環境を保全するためには、河川にゴ
ミを投棄させないための取組みや河畔での積極的なゴ
ミ拾いといった活動に加え、河畔のヨシ群落の定期的
な刈り取りを含む適切な管理を実施する必要がある。
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観音寺川から記録された底生動物
　観音寺川から記録された底生動物の採集データを種
ごとに示した。採集データは和名，学名，採集年月日，
採集地（ホテルリステル（HL）猪苗代付近（St.1），
林口橋付近（St.2），川桁橋上流（St.3），観音寺川橋
下流（St.4），夷田橋上流（St.5））の順に並べた。
　成虫の採集データについては，採集地点名の後に個
体数と雌雄の別を記した（雌雄の別が不明の場合は個
体数のみを記した）。カメムシ目とコウチュウ目にお
いて成虫と幼虫が一緒に採集された場合，成虫の採集
データは採集地の後に「成虫」，幼虫の場合は「幼虫」
と記した。

節足動物門昆虫綱
カゲロウ目
トビイロカゲロウ科
ナ ミ ト ビ イ ロ カ ゲ ロ ウ　Paraleptophlebia japonica （Matsumura, 
1931）
2023.5.25，林口橋付近
トゲトビイロカゲロウ　P. spinosa Uéno, 1931
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，川桁橋上流；2023.3.29，
川桁橋上流；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；
2023.5.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流
ウェストントビイロカゲロウ　P. westoni Imanishi, 1937
2023.9.26，HL猪苗代付近
トビイロカゲロウ属の複数種　Paraleptophlebia spp.
2022.12.13，川桁橋上流；2023.4.25，観音寺川橋下流

モンカゲロウ科
フタスジモンカゲロウ　Ephemera japonica McLachlan, 1875
2022.12.13，林口橋付近；2023.2.21，林口橋付近；2023.3.29，
HL猪苗代付近，林口橋付近；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付近；
2023.5.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；2023.6.25，
HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；2023.7.21，HL猪苗代付近；
2023.8.21，HL猪苗代付近，林口橋付近；2023.10.29，HL猪苗代
付近
トウヨウモンカゲロウ　E. orientalis McLachlan, 1875
2023.5.25，観音寺川橋下流；2023.6.25，観音寺川橋下流，夷田橋
上流；2023.8.21，夷田橋上流；2023.9.26，観音寺川橋下流
モンカゲロウ　E. strigata Eaton, 1892
2022.12.13， 川 桁 橋 上 流， 夷 田 橋 上 流；2023.2.21， 川 桁 橋 上
流；2023.3.29，川桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上流；
2023.4.25，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.5.25，川桁橋上流，夷
田橋上流；2023.8.21，林口橋付近；2023.10.29，林口橋付近，夷
田橋上流

マダラカゲロウ科
オオクママダラカゲロウ　Cincticostella elongatula （McLachlan, 
1875）
2022.12.13，林口橋付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.1.23，
HL猪苗代付近；2023.2.21，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流，
夷田橋上流；2023.3.29，林口橋付近，川桁橋上流，夷田橋上流；
2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流，夷田橋上流；
2023.11.28, 川桁橋上流
クロマダラカゲロウ　C. nigra （Uéno, 1928）
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，川桁橋上流；2023.3.29，
HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；2023.4.25，HL猪苗代
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付近，林口橋付近，川桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上流；
2023.5.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；2023.6.25，
HL猪苗代付近
オオマダラカゲロウ　Drunella basalis （Imanishi, 1937）
2022.12.13，川桁橋上流；2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，
HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；2023.3.29，林口橋付近，
川桁橋上流；2023.4.25，HL猪苗代付近，川桁橋上流；2023.5.25，
HL猪苗代付近，川桁橋上流
フタコブマダラカゲロウ　D. cryptomeria （Imanishi, 1937）
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，林口橋付近；2023.5.25，
HL猪苗代付近
ヨシノマダラカゲロウ　D. ishiyamana Matsumura, 1931
2023.5.25，林口橋付近；2023.6.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，
川桁橋上流；2023.7.21，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；
2023.8.21，HL猪苗代付近
コウノマダラカゲロウ　D. kohnoi （Allen, 1971）
2023.3.29，夷田橋上流；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付近
フタマタマダラカゲロウ　D. sacharinensis （Matsumura, 1931）
2023.2.21，林口橋付近；2023.3.29，林口橋付近，川桁橋上流，観
音寺川橋下流；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上
流，夷田橋上流；2023.5.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋
上流，夷田橋上流；2023.6.25，HL猪苗代付近
ミツトゲマダラカゲロウ　D. trispina （Uéno, 1928）
2023.5.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；2023.6.25，
HL猪苗代付近
トゲマダラカゲロウ属の複数種　Drunella spp.
2023.3.29，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.5.25，HL猪苗代付近
シリナガマダラカゲロウ　Ephacerella longicaudata （Uéno, 1928）
2022.12.13，夷田橋上流；2023.2.21，夷田橋上流；2023.3.29，川
桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.4.25，観音寺川橋下流，
夷田橋上流
ホソバマダラカゲロウ　Ephemerella atagosana Imanishi, 1937
2022.12.13，川桁橋上流；2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，
林口橋付近，川桁橋上流；2023.3.29，HL猪苗代付近，川桁橋上流，
観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋
付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.5.25，林口橋付近，川桁橋
上流
イマニシヒメマダラカゲロウ　Serratella occiprens Jacobus & 
McCafferty, 2008
2023.8.21，観音寺川橋下流
クシゲヒメマダラカゲロウ　S. setigera （Bajkova, 1965）
2023.6.25，川桁橋上流；2023.7.21，川桁橋上流

ヒメフタオカゲロウ科
マ エ グ ロ ヒ メ フ タ オ カ ゲ ロ ウ　Ameletus costalis （Matsumura, 
1931）
2022.12.13，林口橋付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.1.23，
HL猪苗代付近；2023.2.21，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁
橋上流；2023.3.29，川桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上流；
2023.4.25，川桁橋上流，夷田橋上流
ヒメフタオカゲロウ　A. montanus Imanishi, 1930
2023.3.29，林口橋付近，観音寺川橋下流；2023.4.25，HL猪苗代付近，
林口橋付近，川桁橋上流，観音寺川橋下流；2023.5.25，HL猪苗代
付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.6.25，林口橋付近，川桁橋上流；
2023.11.28, 川桁橋上流
ヒメフタオカゲロウ属の複数種　Ameletus spp.
2023.4.25，夷田橋上流

コカゲロウ科
ヨシノコカゲロウ　Alainites yoshinensis （Gose, 1980）
2023.5.25，HL猪苗代付近；2023.6.25，夷田橋上流；2023.7.21，

川桁橋上流
フタバコカゲロウ　Baetiella japonica （Imanishi, 1930）
2023.3.29，HL猪苗代付近；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付
近
シロハラコカゲロウ　Baetis thermicus Uéno, 1931
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，HL猪苗代付近，林口橋付近，
川桁橋上流，夷田橋上流；2023.3.29，HL猪苗代付近，川桁橋上流，
観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋
付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.5.25，HL猪苗代付近，川桁
橋上流，夷田橋上流；2023.6.25，HL猪苗代付近，川桁橋上流，観
音寺川橋下流；2023.7.21, 川桁橋上流
コカゲロウ属（広義）の複数種　Baetis spp. （s. lat.）
2022.12.13，林口橋付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.1.23，
HL猪 苗 代 付 近；2023.3.29， 観 音 寺 川 橋 下 流， 夷 田 橋 上 流；
2023.4.25，HL猪苗代付近，観音寺川橋下流；2023.5.25，観音寺
川橋下流，夷田橋上流；2023.6.25，観音寺川橋下流，夷田橋上流；
2023.7.21，川桁橋上流，観音寺川橋下流；2023.8.21，夷田橋上流；
2023.10.29，夷田橋上流
フタバカゲロウ　Cloeon dipterum （Linnaeus, 1761）
2023.7.21，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.8.21，観音寺川橋
下流，夷田橋上流；2023.9.26，観音寺川橋下流；2023.10.29，川
桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上流
タマリフタバカゲロウ　C. ryogokuense Gose, 1980
2023.3.29，観音寺川橋下流，夷田橋上流
トビイロコカゲロウ属の一種　Nigrobaetis sp.
2023.4.25，観音寺川橋下流
コカゲロウ科の属未同定種　Baetidae Gen. sp.
2023.7.21，川桁橋上流

フタオカゲロウ科
オオフタオカゲロウ　Siphlonurus binotatus （Eaton, 1892）
2023.3.29，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.4.25，観音寺川橋
下流，夷田橋上流；2023.5.25，川桁橋上流，観音寺川橋下流，夷
田橋上流
フタオカゲロウ属の一種　Siphlonurus sp.
2023.3.29，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.4.25，観音寺川橋
下流，夷田橋上流；2023.6.25，川桁橋上流

ヒラタカゲロウ科
ミヤマタニガワカゲロウ属の一種　Cinygmula sp.
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，HL猪苗代付近，林口橋付
近；2023.3.29，HL猪苗代付近；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口
橋付近，川桁橋上流；2023.5.25，HL猪苗代付近
キイロヒラタカゲロウ　Epeorus aesculus Imanishi, 1934
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，林口橋付近；2023.3.29，
観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋
付近，川桁橋上流；2023.5.25，HL猪苗代付近，川桁橋上流
ナミヒラタカゲロウ　E. ikanonis Takahashi, 1924
2023.3.29，観音寺川橋下流
エルモンヒラタカゲロウ　E. latifolium Uéno, 1928
2023.4.25，林口橋付近，川桁橋上流；2023.5.25，HL猪苗代付近；
2023.6.25，HL猪苗代付近，川桁橋上流
タニヒラタカゲロウ　E. napaeus Imanishi, 1934
2022.12.13，川桁橋上流；2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，
HL猪苗代付近，林口橋付近；2023.3.29，HL猪苗代付近，観音寺
川橋下流；2023.10.29，HL猪苗代付近
ユミモンヒラタカゲロウ　E. nipponicus （Uéno, 1931）
2023.4.25，川桁橋上流；2023.5.25，HL猪苗代付近；2023.6.25，
HL猪苗代付近；2023.7.21，HL猪苗代付近，川桁橋上流
ヒラタカゲロウ属の一種　Epeorus sp.
2023.7.21，川桁橋上流
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ヒメヒラタカゲロウ属の一種　Rhithrogena sp.
2023.9.26，HL猪苗代付近

トンボ目
カワトンボ科
ハグロトンボ　Atrocalopteryx atrata （Selys, 1853）
2023.5.25，林口橋付近；2023.6.25，観音寺川橋下流，夷田橋上流；
2023.10.29，夷田橋上流
ニホンカワトンボ　Mnais costalis Selys, 1869
2022.12.13，林口橋付近；2023.3.29，川桁橋上流；2023.4.25，林
口橋付近，夷田橋上流；2023.9.26，林口橋付近；2023.10.29，HL
猪苗代付近，林口橋付近

イトトンボ科
アジアイトトンボ　Ischnura asiatica （Brauer, 1865）
2023.8.21, 観音寺川橋下流
イトトンボ科の属未同定の複数種　Coenagrionidae Genr. spp.
2023.10.29，観音寺川橋下流

ムカシトンボ科
ムカシトンボ　Epiophlebia superstes （Selys, 1889）
2023.5.25，HL猪苗代付近，川桁橋上流；2023.8.21，HL猪苗代付
近

ヤンマ科
ギンヤンマ　Anax parthenope （Selys, 1839）
2023.9.26，観音寺川橋下流
ミルンヤンマ　Plamaeschna milnei （Selys, 1883）
2023.5.25，林口橋付近

サナエトンボ科
ミヤマサナエ　Anisogomphus maacki （Selys, 1872）
2023.6.25，観音寺川橋下流；2023.7.21，観音寺川橋下流
クロサナエ　Davidius fujiama Fraser, 1936
2022.12.13，林口橋付近；2023.3.29，林口橋付近；2023.6.25，
HL猪苗代付近，林口橋付近；2023.7.21，川桁橋上流；2023.10. 
29，HL猪苗代付近，夷田橋上流
ダビドサナエ　D. nanus （Selys, 1869）
2023.2.21，夷田橋上流；2023.4.25，林口橋付近，夷田橋上流；
2023.7.21，林口橋付近；2023.8.21，HL猪苗代付近，夷田橋上流
ダビドサナエ属の複数種　Davidius spp.
2022.12.13，林口橋付近；2023.2.21，林口橋付近，川桁橋上流，
夷田橋上流；2023.3.29，林口橋付近，川桁橋上流；2023.4.25，
HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田
橋上流；2023.5.25，林口橋付近，川桁橋上流，観音寺川橋下流；
2023.6.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流，観音寺川橋
下流，夷田橋上流；2023.7.21，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁
橋上流，観音寺川橋下流；2023.8.21，HL猪苗代付近，林口橋付近，
観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.9.26，HL猪苗代付近，林口橋
付近，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.10.29，HL猪苗代付近，
林口橋付近
ヒメクロサナエ　Lanthus fujiacus （Fraser, 1936）
2023.5.25，林口橋付近
ホンサナエ　Shaogomphus postocularis （Selys, 1869）
2023.9.26，観音寺川橋下流

オニヤンマ科
オニヤンマ　Anotogaster sieboldii（Selys, 1854）
2023.2.21，林口橋付近；2023.3.29，観音寺川橋下流；2023.5.25，
川桁橋上流，夷田橋上流；2023.6.25，川桁橋上流，夷田橋上流；
2023.7.21，林口橋付近，夷田橋上流；2023.8.21，林口橋付近；

2023.10.29, 林口橋付近

ヤマトンボ科
コヤマトンボ　Macromia amphigena Selys, 1871
2023.7.21，夷田橋上流；2023.8.21，夷田橋上流；2023.9.26，夷
田橋上流；2023.10.29，観音寺川橋下流

トンボ科
シオカラトンボ　Orthetrum albistylum （Selys, 1848）
2023.8.21，観音寺川橋下流；2023.9.26，観音寺川橋下流；2023. 
10.29，観音寺川橋下流，夷田橋上流
オオシオカラトンボ　O. melania melania （Selys, 1883）
2023.8.21, 夷田橋上流
アキアカネ　Sympetrum frequens （Selys, 1883）
2023.6.25，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.8.21，観音寺川橋
下流
ミヤマアカネ　S. pedemontanum elatum （Selys, 1872）
2023.6.25，林口橋付近

カワゲラ目
ヒロムネカワゲラ科
ノギカワゲラ　Cryptoperla japonica （Okamoto, 1912）
2023.9.26，HL猪苗代付近；2023.10.29，HL猪苗代付近

アミメカワゲラ科
クサカワゲラ属の複数種　Isoperla spp.
2022.12.13，川桁橋上流；2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，
林口橋付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.3.29，HL猪苗代付近，
林口橋付近，川桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023. 
4.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023. 
5.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；2023.10.29，HL
猪苗代付近
アサカワヒメカワゲラ属の一種　Kogotus sp.
2023.4.25，HL猪苗代付近；2023.5.25，HL猪苗代付近，川桁橋上
流；2023.6.25，HL猪苗代付近，川桁橋上流
コグサヒメカワゲラ属の一種　Ostrovus sp.
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.4.25，HL猪苗代付近，川桁橋上
流
ヒロバネアミメカワゲラ　Pseudomegarcys japonica Kohno, 1946
2022.12.13，林口橋付近，川桁橋上流；2023.1.23，HL猪苗代付近；
2023.2.21，HL猪苗代付近；2023.3.29，HL猪苗代付近，林口橋付近，
川桁橋上流；2023.4.25，HL猪苗代付近；2023.10.29，HL猪苗代
付近
ヒメアミメカワゲラ属の一種　Skwala sp.
2023.3.29，林口橋付近；2023.4.25，HL猪苗代付近
ヒメカワゲラ属の複数種　Stavsolus spp.
2023.3.29，林口橋付近；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付近
アミメカワゲラ科の属未同定種　Perlodidae Gen. sp.
2022.12.13，HL猪苗代付近；2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.8. 
21，林口橋付近

カワゲラ科
キカワゲラ属の一種　Acroneuria sp.
2023.4.25，HL猪苗代付近；2023,5.25，HL猪苗代付近
モンカワゲラ属の一種　Calineuria sp.
2023.4.25，HL猪苗代付近；2023,5.25，HL猪苗代付近
コナガカワゲラ属の一種　Gibosia sp.
2023,5.25，HL猪苗代付近；2023.8.21，HL猪苗代付近
クロヒゲカワゲラ　Kamimuria quadrata （Klapálek, 1907）
2023.6.25，HL猪苗代付近；2023.8.21，HL猪苗代付近；2023.10. 
29，HL猪苗代付近
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カミムラカワゲラ　K. tibialis （Pictet, 1841）
2023.3.29，川桁橋上流
ウエノカワゲラ　K. uenoi Kohno, 1947
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.3.29，HL猪苗代付近；2023.5. 
25，川桁橋上流
カミムラカワゲラ属の複数種　Kamimuria spp.
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付
近；2023.5.25，HL猪苗代付近，川桁橋上流；2023.6.25，HL猪苗
代付近
ナガカワゲラ属の一種　Kiotina sp.
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.3.29，HL猪苗代付近
ヤマトカワゲラ　Niponiella limbatella Klapálek, 1907
2023.4.25，HL猪苗代付近；2023.7.21，HL猪苗代付近；2023.9. 
26，HL猪苗代付近
クラカケカワゲラ属の一種　Paragnetina sp.
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.4.25，HL猪苗代付近；2023.5. 
25，HL猪苗代付近，林口橋付近；2023.6.25，HL猪苗代付近；2023. 
7.21，HL猪苗代付近；2023.9.26，HL猪苗代付近；2023.10.29，
HL猪苗代付近

ミドリカワゲラ科
ミドリカワゲラ科の属未同定の複数種　Chloroperlidae Genr. spp.
2022.12.13，林口橋付近；2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，
HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；2023.3.29，HL猪苗代付近，
林口橋付近，川桁橋上流；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，
川桁橋上流；2023.5.25，HL猪苗代付近；2023.6.25，HL猪苗代付近，
林口橋付近

シタカワゲラ科
ユキシタカワゲラ属の一種　Mesyatsia sp.
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，HL猪苗代付近；2023.3. 
29，観音寺川橋下流
オビシタカワゲラ属の一種　Obipteryx sp.
2023.3.29，HL猪苗代付近，林口橋付近；2023.4.25，林口橋付近，
川桁橋上流
キシタカワゲラ属の一種　Strophopteryx sp.
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，HL猪苗代付近

オナシカワゲラ科
フサオナシカワゲラ属の複数種　Amphinemura spp.
2022.12.13，林口橋付近；2023.2.21，HL猪苗代付近，川桁橋上流；
2023.3.29，川桁橋上流；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，
川桁橋上流；2023.5.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；
2023.7.21，川桁橋上流；2023.9.26，HL猪苗代付近
オナシカワゲラ属の複数種　Nemoura spp.
2022.12.13，川桁橋上流；2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，
川桁橋上流；2023.3.29，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流，
観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋
付近，川桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.5.25，HL
猪苗代付近；2023.7.21，川桁橋上流；2023.8.21，観音寺川橋下流；
2023.11.28, 川桁橋上流
ユビオナシカワゲラ属の複数種　Protonemura spp.
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，HL猪苗代付近；2023.9. 
26，HL猪苗代付近

ホソカワゲラ科
ホソカワゲラ科の属未同定種　Leuctridae Gen. sp
2022.12.13，川桁橋上流；2023.1.23，HL猪苗代付近

カメムシ目
タイコウチ科
ミズカマキリ　Ranatra chinensis Mayr, 1865
2023.8.21，夷田橋上流（成虫1）；2023.9.26，観音寺川橋下流（成虫1）

コオイムシ科
コオイムシ　Appasus japonicus Vuillefroy, 1864
2022.12.13，川桁橋上流（成虫1♂）；2023.3.29，川桁橋上流（成
虫1♂）；2023.5.25，川桁橋上流（成虫1♂）
オオコオイムシ　A. major （Esaki, 1934）
2023.4.25，夷田橋上流（成虫1♂）；2023.9.26，夷田橋上流（成虫
1♂）；2023.10.29，観音寺川橋下流（成虫1♂）
コオイムシ属の複数種　Appasus spp.
2023.3.29，観音寺川橋下流（成虫1♀）；2023.5.25，観音寺川橋下
流（成虫2♀）；2023.6.25，観音寺川橋下流（幼虫1）；2023.7.21，
観音寺川橋下流（幼虫1），夷田橋上流（幼虫1）；2023.8.21，観音
寺川橋下流（幼虫1）；2023.10.29，夷田橋上流（成虫1♀）

ミズムシ科
ハラグロコミズムシ　Sigara nigroventralis （Matsumura, 1905）
2023.9.26，観音寺川橋下流（成虫1♂1♀），夷田橋上流（成虫1♂1
♀）；2023.10.29，観音寺川橋下流（成虫2♀）

ナベブタムシ科
ナベブタムシ　Aphelocheirus vittatus Matsumura, 1905
2023.3.29，川桁橋上流（幼虫1）；2023.5.25，川桁橋上流（成虫1），
観音寺川橋下流（成虫1）

マツモムシ科
マツモムシ　Notonecta triguttata Motschulsky, 1861
2023.9.26，林口橋付近（成虫1），観音寺川橋下流（成虫2），夷田
橋上流（成虫2）

カタビロアメンボ科
ナガレカタビロアメンボ　Pseudovelia tibialis Esaki & Miyamoto, 
1955
2023.5.25，観音寺川橋下流（成虫2♂10♀）；2023.6.25，川桁橋上
流（成虫1♀），夷田橋上流（成虫2♀）；2023.7.21，夷田橋上流（成
虫1♀）；2023.8.21，HL猪苗代付近（幼虫1）；2023.10.29，観音寺
川橋下流（成虫1♂1♀）

アメンボ科
アメンボ　Aquarius paludum paludum （Fabricius, 1794）
2023.4.25，観音寺川橋下流（成虫1♀），夷田橋上流（成虫1♀）；
2023.6.25，夷田橋上流（成虫1♂1♀）；2023.7.21，夷田橋上流（成
虫1♂）；2023.8.21，林口橋付近（成虫1♂），夷田橋上流（成虫1♂
1♀）；2023.9.26，林口橋付近（成虫1♂）
ヒメアメンボ　Gerris latiabdominis Miyamoto, 1958
2023.5.25，観音寺川橋下流（成虫1♂），夷田橋上流（成虫1♂）；
2023.7.21，林口橋付近（成虫1♂），川桁橋上流（成虫1♀）
コセアカアメンボ　G. gracilicornis （Horváth, 1879）
2023.7.21，林口橋付近（成虫1♀）；2023.8.21，HL猪苗代付近（成
虫2♀）
ヤスマツアメンボ　G. insularis （Motschulsky, 1866）
2023.6.25，川桁橋上流（成虫2♂3♀）
ヒメアメンボ属の複数種　Gerris spp.
2023.5.25，観音寺川橋下流（幼虫1），夷田橋上流（幼虫1）；
2023.7.21，HL猪苗代付近（幼虫1）；2023.8.21，夷田橋上流（幼虫2）
シマアメンボ　Metrocoris histrio （White, 1883）
2023.5.25，川桁橋上流（幼虫1）；2023.6.25，林口橋付近（幼虫1♀）；
2023.7.21，HL猪苗代付近（幼虫1♀），林口橋付近（無翅型成虫1♂）；
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2023.8.21，HL猪苗代付近（無翅型成虫1♂），林口橋付近（長翅型
成虫2♂，無翅型成虫2♀）；2023.9.26，林口橋付近（無翅型成虫1♂）；
2023.10.29，林口橋付近（無翅型成虫1♀）

ヘビトンボ目
ヘビトンボ科
タイリククロスジヘビトンボ　Parachauliodes continentalis Weele, 
1909
2023.7.21，HL猪苗代付近；2023.8.21，林口橋付近；2023.9.26，
林口橋付近；2023.10.29，HL猪苗代付近，林口橋付近
ヘビトンボ　Protohermes grandis （Thunberg, 1781）
2023.5.25，林口橋付近，川桁橋上流；2023.7.21，林口橋付近；
2023.8.21，林口橋付近；2023.10.29，HL猪苗代付近
センブリ属の一種　Sialis sp.
2023.4.25，林口橋付近，川桁橋上流；2023.5.25，川桁橋上流；
2023.6.25，林口橋付近

アミメカゲロウ目
ヒロバカゲロウ科
ヒロバカゲロウ科の属未同定種　Osmylidae Gen. sp.
2023.8.21，HL猪苗代付近（幼虫１）；2023.10.29，HL猪苗代付近

（幼虫１）

トビケラ目
ナガレトビケラ科
ヒロアタマナガレトビケラ　Rhyacophila brevicephala Iwata, 1927
2023.4.25，林口橋付近；2023.7.21，川桁橋上流；2023.9.26，HL
猪苗代付近
クレメンスナガレトビケラ　R. clemens Tsuda, 1940
2023.4.25，林口橋付近
カワムラナガレトビケラ　R. kawamurae Tsuda, 1940
2023.7.21，林口橋付近
クワヤマナガレトビケラ　R. kuwayamai Schmid, 1970
2023.4.25，林口橋付近
ムナグロナガレトビケラ　R. nigrocephala Iwata, 1927
2023.4.25，夷田橋上流；2023.8.21，夷田橋上流
ニッポンナガレトビケラ　R. nipponica Navás, 1933
2023.4.25，川桁橋上流；2023.5.25，HL猪苗代付近，川桁橋上流；
2023.6.25，HL猪苗代付近；2023.7.21，川桁橋上流
シコツナガレトビケラ　R. shikotsuensis Iwata, 1927
2023.5.25，HL猪苗代付近，川桁橋上流；2023.6.25，林口橋付近；
2023.8.21，林口橋付近；2023.9.26，HL猪苗代付近
トワダナガレトビケラ　R. towadensis Iwata, 1927
2022.12.13，林口橋付近；2023.4.25，林口橋付近；2023.5.25，
HL猪苗代付近
ヤマナカナガレトビケラ　R. yamanakensis Iwata, 1927
2023.3.29，川桁橋上流；2023.4.25，夷田橋上流
ナガレトビケラ属の複数種　Rhyacophila spp.
2023.2.21，HL猪苗代付近；2023.4.25，HL猪苗代付近，川桁橋上
流（蛹）；2023.5.25，HL猪苗代付近

カワリナガレトビケラ科
ツメナガナガレトビケラ　Apsilochorema sutshanum Martynov, 
1934
2022.12.13，林口橋付近；2023.2.21，川桁橋上流；2023.3.29，林
口橋付近，川桁橋上流；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付近；
2023.5.25，HL猪苗代付近；2023.7.21，HL猪苗代付近

ヒメトビケラ科
ヒメトビケラ属の複数種　Hydroptila spp.
2023.4.25，観音寺川橋下流；2023.7.21，川桁橋上流，夷田橋上流；

2023.8.21，観音寺川橋下流

ヤマトビケラ科
コヤマトビケラ属の一種　Agapetus sp.
2023.5.25，HL猪苗代付近，林口橋付近
イノプスヤマトビケラ　Glossosoma ussuricum （Martynov, 1934）
2023.6.25，HL猪苗代付近，林口橋付近；2023.8.21，HL猪苗代付
近
ヤマトビケラ属の一種　Glossosoma sp.
2023.4.25，川桁橋上流；2023.5.25，林口橋付近，川桁橋上流

ヒゲナガカワトビケラ科
ヒゲナガカワトビケラ　Stenopsyche marmorata Navás, 1920
2023.5.25，HL猪苗代付近；2023.7.21，川桁橋上流；2023.8.21，
観音寺川橋下流

カワトビケラ科
タニガワトビケラ属の一種　Dolophilodes sp.
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.4.25，HL猪苗代付近；2023.5. 
25，HL猪苗代付近，林口橋付近；2023.6.25，HL猪苗代付近；2023. 
10.29，HL猪苗代付近

イワトビケラ科
ミヤマイワトビケラ属の一種　Plectrocnemia sp.
2022.12.13，川桁橋上流；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付近；
2023.5.25，林口橋付近；2023.7.21，HL猪苗代付近；2023.10.29，
HL猪苗代付近

シマトビケラ科
コガタシマトビケラ属の一種　Cheumatopsyche sp.
2023.3.29，川桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.4. 
25，林口橋付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.5.25，HL猪苗代
付近，川桁橋上流；2023.6.25，林口橋付近；2023.7.21，夷田橋上
流；2023.8.21，夷田橋上流；2023.10.29，観音寺川橋下流，夷田
橋上流
シロズシマトビケラ　Hydropsyche albicephala Tanida, 1986
2023.5.25，林口橋付近；2023.6.25，HL猪苗代付近
ウルマーシマトビケラ　H. orientalis Martynov, 1934
2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.3.29，川桁橋上流；2023.4.25，
林口橋付近，川桁橋上流；2023.5.25，HL猪苗代付近，川桁橋上流；
2023.7.21，夷田橋上流；2023.8.21，林口橋付近，夷田橋上流
シマトビケラ属の一種　Hydropsyche sp.
2023.10.29，夷田橋上流

トビケラ科
ムラサキトビケラ　Eubasilissa regina （McLachlan, 1871）
2022.12.13，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.3.29，夷田橋上流； 
2023.4.25，観音寺川橋下流；2023.5.25，HL猪苗代付近；2023. 
10.29，HL猪苗代付近，林口橋付近

カクスイトビケラ科
アカギマルツツトビケラ　Micrasema akagiae Nozaki & Tanida, 
2007
2023.5.25，林口橋付近
ハナセマルツツトビケラ　M. hanasense Tsuda, 1942
2023.5.25，林口橋付近，川桁橋上流；2023.6.25，林口橋付近
マルツツトビケラ　M. quadriloba Martynov, 1933
2023.5.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流
カクスイトビケラ科の属未同定種　Brachycentridae Gen. sp.
2023.8.21，HL猪苗代付近
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キタガミトビケラ科
キタガミトビケラ　Limnocentropus insolitus Ulmer, 1907
2022.12.13，林口橋付近；2023.3.29, 観音寺川橋下流；2023.8. 
21, HL猪苗代付近；2023.9.26，HL猪苗代付近，林口橋付近；2023. 
10.29，HL猪苗代付近；2023.11.28, 川桁橋上流

カクツツトビケラ科
フトヒゲカクツツトビケラ　Lepidostoma complicatum （Kobayashi, 
1968）
2023.5.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；2023.6.25，
HL猪苗代付近，林口橋付近；2023.7.21，HL猪苗代付近，林口橋付近，
川桁橋上流
オオカクツツトビケラ　L. crassiorne （Ulmer, 1907）
2023.5.25，川桁橋上流；2023.6.25，林口橋付近；2023.7.21，HL
猪苗代付近，林口橋付近
コカクツツトビケラ　L. japonicum （Tsuda, 1936）
2023.8.21，HL猪苗代付近；2023.9.26，HL猪苗代付近
ヌカビラカクツツトビケラ　L. specuriferum （Matsumura, 1907）
2023.8.21，HL猪苗代付近，林口橋付近
カクツツトビケラ属の複数種　Lepidostoma spp.
2023.4.25，林口橋付近，川桁橋上流；2023.6.25，林口橋付近；
2023.8.21，HL猪苗代付近，林口橋付近；2023.9.26，HL猪苗代付近，
林口橋付近

エグリトビケラ科
ババホタルトビケラ　Nothopsyche longicornis Nakahara, 1914
2023.5.25，観音寺川橋下流，夷田橋上流
ホタルトビケラ属の一種（NA）　Nothopsyche sp. NA
2023.6.25, 川桁橋上流
ホタルトビケラ属の複数種　Nothopsyche spp.
2023.3.29，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.4.25，川桁橋上流，
夷田橋上流；2023.5.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流

コエグリトビケラ科
コエグリトビケラ属の一種　Apatania sp.
2022.12.13，川桁橋上流；2023.2.21，夷田橋上流；2023.4.25，川
桁橋上流；2023.5.25，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.6.25，
林口橋付近；2023.11.28, 川桁橋上流

クロツツトビケラ科
ニッポンアツバエグリトビケラ　Neophylax japonicus Schmid, 1964
2023.5.25，林口橋付近

ニンギョウトビケラ科
ニンギョウトビケラ　Goera japonica Banks, 1906
2023.5.25，夷田橋上流；2023.10.29，林口橋付近，夷田橋上流
ニンギョウトビケラ属の一種　Goera sp.
2023.2.21，林口橋付近；2023.5.25，林口橋付近；2023.6.25，林
口橋付近；2023.7.21，川桁橋上流

ヒゲナガトビケラ科
タテヒゲナガトビケラ属の一種　Ceraclea sp.
2023.5.25，川桁橋上流，観音寺川橋下流；2023.7.21，林口橋付近
セトトビケラ属の一種　Setodes sp.
2023.5.25，林口橋付近，川桁橋上流，観音寺川橋下流；2023.6. 
25，林口橋付近
センカイトビケラ属の一種　Triaenodes sp.
2023.8.21，観音寺川橋下流

ホソバトビケラ科
ホソバトビケラ　Molanna moesta Banks, 1906

2023.7.21，観音寺川橋下流；2023.8.21，観音寺川橋下流；2023. 
10.29，林口橋付近

ケトビケラ科
トウヨウグマガトビケラ　Gumaga orientalis （Martynov, 1935）
2023.10.29，夷田橋上流

チョウ目
ツトガ科
キオビミズメイガ属の一種　Potamomusa sp.
2023.6.25，夷田橋上流

コウチュウ目
コガシラミズムシ科
コガシラミズムシ　Peltodytes intermedius （Sharp, 1873）
2023.6.25，観音寺川橋下流（成虫5）；2023.7.21，夷田橋上流（成
虫1）；2023.8.21，観音寺川橋下流（成虫6），夷田橋上流（成虫1）

ゲンゴロウ科
チビゲンゴロウ　Hydroglyphus japonicus （Sharp, 1873）
2023.8.21，観音寺川橋下流（成虫2）
チャイロシマチビゲンゴロウ　Nebrioporus anchoralis （Sharp, 1884）
2023.7.21，林口橋付近（成虫1）
モンキマメゲンゴロウ　Platambus pictipennis （Sharp, 1873）
2023.7.21，夷田橋上流（成虫1）
サワダマメゲンゴロウ　P. sawadai （Kamiya, 1932）
2023.5.25，林口橋付近（成虫1）
ヒメゲンゴロウ　Rhantus suturalis （Macleay, 1825）
2022.12.13，川桁橋上流（成虫1）；2023.4.25，観音寺川橋下流（成
虫1），夷田橋上流（成虫5）；2023.9.26，林口橋付近（成虫1），観
音寺川橋下流（成虫2）；2023.10.29，林口橋付近（成虫1），川桁橋
上流（成虫1），観音寺川橋下流（成虫1），夷田橋上流（成虫1）
ヒメゲンゴロウ属の一種　Rhantus sp.
2023.6.25，川桁橋上流（幼虫2），観音寺川橋下流（幼虫1）
コシマゲンゴロウ　Hydaticus grammicus （Germar, 1827）
2023.5.25，観音寺川橋下流（成虫2）；2023.9.26，観音寺川橋下流

（成虫2），夷田橋上流（成虫2）
マルガタゲンゴロウ　Graphoderus adamsii （Clark, 1864）
2023.9.26，夷田橋上流（成虫1）

ミズスマシ科
ミズスマシ　Gyrinus japonicus Sharp, 1873
2022.12.13，林口橋付近（成虫1♀）
コオナガミズスマシ　Orectochilus punctipennis Sharp, 1884
2023.7.21，林口橋付近（成虫2）
オナガミズスマシ　O. regimbarti regimbarti Sharp, 1884
2023.7.21，林口橋付近（成虫2）；2023.8.21，林口橋付近（成虫1）
オナガミズスマシ属の一種　Orectochilus sp.
2022.12.13，川桁橋上流（幼虫1）；2023.5.25，HL猪苗代付近（幼虫1）

ガムシ科
ゴマフガムシ属の一種　Berosus sp.
2023.8.21，観音寺川橋下流（幼虫1）
コガムシ　Hydrochara affinis （Sharp, 1873）
2023.5.25，観音寺川橋下流（成虫1）；2023.8.21，観音寺川橋下流

（成虫1）；2023.10.29，川桁橋上流（成虫1），夷田橋上流（成虫1）
マルガムシ　Hydrocassis lacustris （Sharp, 1884）
2023.4.25，HL猪苗代付近（成虫1）；2023.5.25，林口橋付近（成
虫1），観音寺川橋下流（成虫1）；2023.6.25，川桁橋上流（成虫1），
観音寺川橋下流（幼虫1）；2023.8.21，HL猪苗代付近（成虫1）；
2023.10.29，HL猪苗代付近（成虫1），林口橋付近（成虫1）
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キイロヒラタガムシ　Enochrus simulans （Sharp, 1873）
2023.4.25，川桁橋上流（成虫1），観音寺川橋下流（成虫1）；2023. 
5.25，観音寺川橋下流（成虫13），夷田橋上流（成虫1）；2023.6. 
25，川桁橋上流（成虫1），観音寺川橋下流（成虫1）；2023.7.21，
夷田橋上流（成虫1）；2023.8.21，観音寺川橋下流（成虫3）；2023. 
9.26，観音寺川橋下流（成虫3）；2023.10.29，夷田橋上流（成虫1）
ヒラタガムシ属の一種　Enochrus sp.
2023.6.25，林口橋付近（幼虫1）
ヒメセマルガムシ　Coelostoma orbiculare （Fabricius, 1775）
2023.8.21，林口橋付近（成虫1）

ヒメドロムシ科
クロサワドロムシ　Neoriohelmis kurosawai Nomura, 1958
2023.6.25，林口橋付近（成虫1）；2023.8.21，HL猪苗代付近（成虫1）
ツヤヒメドロムシ　Optioservus nitidus Nomura, 1958
2023.7.21，川桁橋上流（成虫1）
ヒメドロムシ科の属未同定の複数種　Elmidae Genr. spp.
2023.5.25，林口橋付近（幼虫1），川桁橋上流（幼虫10）

マルハナノミ科
ケシマルハナノミ属の一種　Hydrocyphon sp.
2023.5.25，HL猪苗代付近（幼虫1）
クロマルハナノミ　Odeles wilsoni （Pic, 1918）
2022.12.13，林口橋付近（成虫5）；2023.2.21，林口橋付近（成虫1）；
2023.3.29，林口橋付近（幼虫6）；2023.5.25，HL猪苗代付近（成虫2），
林口橋付近（成虫1）；2023.10.29，HL猪苗代付近（成虫1）
クロマルハナノミ属の複数種　Odeles spp.
2023.5.25，観音寺川橋下流（成虫1）；2023.7.21，林口橋付近（幼虫1）

ヒラタドロムシ科
チビヒゲナガハナノミ　Ectopria opaca （Kiesenwetter, 1874）
2023.6.25，観音寺川橋下流（成虫1♀）

ホタル科
ゲンジボタル　Luciola cruciate Motschulsky, 1854
2023.8.21，林口橋付近（幼虫1）

イネゾウムシ科
イネミズゾウムシ　Lissorhoptrus oryzophilus Kuschel, 1951
2023.6.25，観音寺川橋下流（成虫1）

ハエ目
オビヒメガガンボ科
ホソオビヒメガガンボ属の一種　Dicranota sp.
2023.2.21，HL猪苗代付近；2023.4.25，川桁橋上流，観音寺川橋下流；
2023.6.25，観音寺川橋下流，夷田橋上流

ヒメガガンボ科
ウスバヒメガガンボ属の複数種　Antocha spp.
2023.3.29，観音寺川橋下流；2023.4.25，川桁橋上流，夷田橋上流；
2023.5.25，HL猪苗代付近；2023.10.29，夷田橋上流
ヒゲナガガガンボ属の複数種　Hexatoma spp.
2022.12.13，林口橋付近；2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.2.21，
HL猪苗代付近，林口橋付近；2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付近；
2023.5.25，HL猪苗代付近，林口橋付近；2023.6.25，HL猪苗代付近，
林口橋付近；2023.7.21，林口橋付近；2023.8.21，HL猪苗代付近；
2023.10.29，HL猪苗代付近

ガガンボ科
ガガンボ属の複数種　Tipula spp.
2022.12.13，林口橋付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.2.21，

林口橋付近，夷田橋上流；2023.3.29，林口橋付近，川桁橋上流；
2023.4.25，林口橋付近，川桁橋上流；2023.5.25，HL猪苗代付近，
川桁橋上流；2023.6.25，HL猪苗代付近，林口橋付近，夷田橋上
流；2023.7.21，HL猪苗代付近，林口橋付近，観音寺川橋下流，夷
田橋上流；2023.8.21，HL猪苗代付近，林口橋付近，夷田橋上流；
2023.9.26，HL猪苗代付近，林口橋付近；2023.10.29，HL猪苗代付近，
林口橋付近，夷田橋上流；2023.11.28, 川桁橋上流

アミカ科
ヤマトコマドアミカ　Agathon japonicus （Alexander, 1922）
2023.3.29，HL猪苗代付近，川桁橋上流；2023.4.25，林口橋付近
トゲコマドアミカ　A. longispinus （Kitakami, 1931）
2023.3.29，川桁橋上流
コマドアミカ属の一種　Agathon sp.
2023.4.25，川桁橋上流
フタマタアミカ属の一種　Philorus sp.
2023.4.25，HL猪苗代付近，林口橋付近

チョウバエ科
Pericoma属の一種　Pericoma sp.
2023.4.25，林口橋付近；2023.8.21，HL猪苗代付近

ブユ科
オオブユ属の複数種　Prosimulium spp.
2023.3.29，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；2023.4.25，
HL猪 苗 代 付 近， 林 口 橋 付 近， 川 桁 橋 上 流， 夷 田 橋 上 流；
2023.5.25，HL猪苗代付近
アシマダラブユ属の複数種　Simulium spp.
2022.12.13，林口橋付近；2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.3.29，
HL猪苗代付近，川桁橋上流，観音寺川橋下流；2023.4.25，HL
猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流；2023.5.25，林口橋付近；
2023.6.25，林口橋付近；2023.7.21，林口橋付近

ヌカカ科
ヌカカ科の属未同定種　Ceratopogonidae Gen. sp.
2023.5.25，川桁橋上流；2023.6.25，川桁橋上流

ユスリカ科
ユスリカ科の属未同定の複数種　Chironomidae Genr. spp.
2022.12.13，林口橋付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.2.21，
林口橋付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.3.29，林口橋付近，
川桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.4.25，HL猪苗代
付近，林口橋付近，川桁橋上流，観音寺川橋下流；2023.5.25，HL
猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上
流；2023.6.25，HL猪苗代付近，川桁橋上流，観音寺川橋下流，夷
田橋上流；2023.7.21，HL猪苗代付近，林口橋付近，川桁橋上流，
観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.8.21，HL猪苗代付近，林口
橋付近，夷田橋上流：2023.9.26，観音寺川橋下流，夷田橋上流；
2023.10.29，川桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.11. 
28, 川桁橋上流

ナガレアブ科
ミヤマナガレアブ　Atherix basilica Nagatomi, 1958
2023.1.23 ，HL猪 苗 代 付 近；2023.2.21 ，HL猪 苗 代 付 近；
2023.6.25，HL猪苗代付近；2023.9.26，林口橋付近
ハマダラナガレアブ　A. ibis Fabricius, 1798
2022.12.13，林口橋付近；2023.1.23，HL猪苗代付近；2023.3.29，
林口橋付近；2023.4.25，林口橋付近；2023.5.25，HL猪苗代付近；
2023.11.28, 川桁橋上流
サツマモンナガレアブ　Suragina satsumana （Matsumura, 1916）
2023.6.25，林口橋付近
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アシナガバエ科
アシナガバエ科の属未同定種　Dolichopodidae Gen. sp.
2023.11.28, 川桁橋上流

節足動物門甲殻綱
等脚目
ミズムシ科
ミズムシ　Asellus hilgendorfi Bavallius, 1886
2022.12.13，林口橋付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.2.21，
夷田橋上流；2023.3.29，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.4.25，川
桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.5.25，川桁橋上
流，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.6.25，観音寺川橋下流；
2023.7.21，夷田橋上流；2023.8.21，観音寺川橋下流，夷田橋上流；
2023.9.26，観音寺川橋下流；2023.10.29，夷田橋上流

端脚目
キタヨコエビ科
オオエゾヨコエビ　Jesogammarus jesoensis （Schellenberg, 1937）
2022.12.13，夷田橋上流；2023.3.29，観音寺川橋下流；2023.4. 
25，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.5.25，観音寺川橋下流，夷
田橋上流；2023.7.21，夷田橋上流；2023.8.21，夷田橋上流；2023. 
9.26，夷田橋上流；2023.10.29，観音寺川橋下流，夷田橋上流

マミズヨコエビ科
フロリダマミズヨコエビ　Crangonyx floridanus Bousfield , 1963
2022.12.13，夷田橋上流；2023.2.21，夷田橋上流；2023.3.29，観
音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.4.25，観音寺川橋下流，夷田橋
上流；2023.5.25，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.6.25，夷田
橋上流；2023.7.21，夷田橋上流；2023.8.21，観音寺川橋下流，夷
田橋上流；2023.9.26，夷田橋上流；2023.10.29，観音寺川橋下流，
夷田橋上流

十脚目
ヌマエビ科
ヌカエビ　Paratya improvisa Kemp, 1917
2022.12.13，夷田橋上流；2023.3.29，観音寺川橋下流；2023.4. 
25，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.5.25，観音寺川橋下流，
夷田橋上流；2023.6.25，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.8. 
21，観音寺川橋下流；2023.9.26，観音寺川橋下流

テナガエビ科
スジエビ　Palaemon paucidens （De Haan, 1844）
2022.12.13，夷田橋上流；2023.2.21，夷田橋上流；2023.3.29，観
音寺川橋下流；2023.4.25，観音寺川橋下流；2023.5.25，観音寺川
橋下流，夷田橋上流；2023.6.25，観音寺川橋下流，夷田橋上流；
2023.8.21，観音寺川橋下流；2023.10.29，夷田橋上流

ザリガニ科
ウチダザリガニ　Pacifastacus leniusculus （Dana, 1852）
2023.4.25，夷田橋上流（1♂2♀）；2023.5.25，観音寺川橋下流（2
♂1♀），夷田橋上流（1♂3♀）；2023.6.25，観音寺川橋下流（3♂
12♀），夷田橋上流（6♂12♀）；2023.7.21，観音寺川橋下流（7♂2
♀），夷田橋上流（29♂32♀）；2023.8.21，観音寺川橋下流（4♂2♀），
夷田橋上流（8♂26♀）；2023.9.26，観音寺川橋下流（2♂），夷田
橋上流（26♂13♀）；2023.10.29，観音寺川橋下流（1♂1♀），夷田
橋上流（5♂6♀）

サワガニ科
サワガニ　Geothelphusa dehaani （White, 1847）
2023.5.25，林口橋付近

環形動物門環帯綱
フンナシビル目
イシビル科
シマイシビル　Erpobdella lineata （O.F.Müller, 1774）
2023.4.25，川桁橋上流；2023.5.25，川桁橋上流；2023.6.25，川
桁橋上流；2023.7.21，川桁橋上流；2023.8.21，観音寺川橋下流；
2023.9.26，観音寺川橋下流；2023.10.29，観音寺川橋下流
ナミイシビル　E. octoculata （Linnaeus, 1758）
2023.5.25，川桁橋上流
イシビル科の属未同定の複数種　Erpobdellidae Genr. spp.
2023.4.25，観音寺川橋下流；2023.5.25，観音寺川橋下流；2023.6. 
25，観音寺川橋下流；2023.8.21，夷田橋上流

チスイビル科
ウマビル　Whitmania pigra （Whitman, 1886）
2023.8.21，観音寺川橋下流

軟体動物門腹足綱
有肺目
サカマキガイ科
サカマキガイ　Physa acuta Draparnaud, 1805
2022.12.13，林口橋付近，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.2.21，
川桁橋上流；2023.3.29，林口橋付近，川桁橋上流；2023.4.25，川
桁橋上流，夷田橋上流；2023.5.25，川桁橋上流；2023.6.25，観音
寺川橋下流；2023.7.21，川桁橋上流，夷田橋上流；2023.8.21，観
音寺川橋下流；2023.10.29，林口橋付近，川桁橋上流，観音寺川橋
下流

モノアラガイ科
ヒメモノアラガイ　Orientogalba ollula （Gould, 1859）
2023.4.25，夷田橋上流
モノアラガイ　Radix japonica Jay, 1857
2022.12.13，川桁橋上流；2023.5.25，観音寺川橋下流；2023.6. 
25，川桁橋上流；2023.8.21，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023. 
10.29，観音寺川橋下流

ヒラマキガイ科
ヒラマキミズマイマイ　Gyraulus chinensis spirillus （Gould, 1859）
2023.5.25，観音寺川橋下流；2023.7.21，夷田橋上流；2023.8.21，
観音寺川橋下流；2023.10.29，観音寺川橋下流

吸腔目
カワニナ科
カワニナ　Semisulcospira libertina （Gould, 1859）
2022.12.13，林口橋付近，夷田橋上流；2023.3.29，観音寺川橋下流，
夷田橋上流；2023.4.25，夷田橋上流；2023.5.25，林口橋付近，川
桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.6.25，林口橋付近，
川桁橋上流，観音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.7.21，夷田橋上流；
2023.8.21，林口橋付近，夷田橋上流；2023.9.26，林口橋付近，観
音寺川橋下流，夷田橋上流；2023.10.29，林口橋付近，夷田橋上流

原始紐舌目
タニシ科
オオタニシ　Cipangopaludina japonica （Martens, 1860）
2023.7.21，観音寺川橋下流
タニシ科の属未同定種　Viviparidae Gen. sp.
2023.7.21，観音寺川橋下流
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軟体動物門二枚貝綱
マルスダレガイ目
ドブシジミ科
ドブシジミ　Sphaerium japonicum Wesrerlund, 1883
2023.6.25，観音寺川橋下流；2023.8.21，夷田橋上流

シジミ科
タイワンシジミ種群　Corbicula fluminea-species complex
2023.6.25，夷田橋上流；2023.8.21，夷田橋上流
シジミ科の属未同定の複数種　Sphaeriidae Genr. spp.
2023.10.29，観音寺川橋下流

扁形動物門ウズムシ綱
ウズムシ目
サンカクアタマウズムシ科
ナミウズムシ　Dugesia japonica Ichikawa & Kawakatsu, 1964
2022.12.13，林口橋付近；2023.2.21，HL猪苗代付近；2023.3.29，
林口橋付近；2023.5.25，林口橋付近；2023.6.25，HL猪苗代付近，
林口橋付近

観音寺川河畔から記録された水生昆虫の成虫
　観音寺川河畔から記録された水生昆虫の成虫（成虫
が水生、半水生の種を除く）の採集データを種ごとに
示した。採集データは和名，学名，採集年月日，採集
地（HL猪苗代付近（St.1），林口橋付近（St.2），川
桁橋上流（St.3），観音寺川橋下流（St.4），夷田橋上
流（St.5）），雌雄別の個体数（雌雄の別が不明の場合
は個体数のみを記した）の順に並べた。

カゲロウ目
トビイロカゲロウ科
トビイロカゲロウ属の一種　Paraleptophlebia sp.
2023.5.25，林口橋付近（1♀）

モンカゲロウ科
トウヨウモンカゲロウ　Ephemera orientalis McLachlan, 1875
2023.6.25，観音寺川橋下流（1♀）
モンカゲロウ　E. strigata Eaton, 1892
2023.5.25，川桁橋上流（亜成虫1♀）

マダラカゲロウ科
シリナガマダラカゲロウ　Ephacerella longicaudata （Uéno, 1994）
2023.4.25，観音寺川橋下流（亜成虫1♂成虫2♀）
マダラカゲロウ科の属未同定種　Ephemerellidae Gen. sp.
2023.4.25，川桁橋上流（1♀）

ヒメフタオカゲロウ科
ヒメフタオカゲロウ属の一種　Ameletus sp.
2023.4.25，川桁橋上流（1♀）

コカゲロウ科
コカゲロウ属の一種　Baetis sp.
2023.10.29，HL猪苗代付近（2♂）
コカゲロウ科の属未同定の複数種　Baetidae Genr. spp.
2023.5.25，HL猪苗代付近（亜成虫1♀），夷田橋上流（1♀）；2023. 
6.25，HL猪苗代付近（2♀），川桁橋上流（1♀）；2023.7.21，観音

寺川橋下流（1♀）

フタオカゲロウ科
フタオカゲロウ属の一種　Siphlonurus sp.
2023.5.25，観音寺川橋下流（1♀）

トンボ目
アオイトトトンボ科
オツネントンボ　Sympecma paedisca （Brauer, 1877）
2023.7.21，観音寺川橋下流（1♂）；2023.8.21，夷田橋上流（1♂）；
2023.10.29，林口橋付近（1♂），川桁橋上流（1♀）

カワトンボ科
ハグロトンボ　Atrocalopteryx atrata （Selys, 1853）
2023.8.21，夷田橋上流（1♀）

イトトンボ科
クロイトトンボ　Paracercion calamorum （Ris, 1916）
2023.6.25，観音寺川橋下流（1♀）；2023.8.21，観音寺川橋下流（1
♂1♀），夷田橋上流（1♂）

トンボ科
ナツアカネ　Sympetrum darwinianum （Selys, 1883）
2023.8.21，HL猪苗代付近（1♂）
アキアカネ　S. frequens （Selys, 1883）
2023.7.21，夷田橋上流（1♂）
マユタテアカネ　S. kunckeli （Selys, 1883）
2023.8.21，HL猪苗代付近（1♀）
ノシメトンボ　S. infuscatum （Selys, 1883）
2023.8.21，HL猪苗代付近（1♀）
ミヤマアカネ　S. pedemontanum elatum （Selys, 1872）
2023.7.21，夷田橋上流（1♂）

カワゲラ目
アミメカワゲラ科
オニクサカワゲラ　Isoperla motions （Okamoto, 1912）
2023.5.25，林口橋付近（1♀）

カワゲラ科
カミムラカワゲラ属の一種　Kamimuria sp.
2023.5.25，川桁橋上流（1♀）

ミドリカワゲラ科
キブネミドリカワゲラ　Sweltsa kibunensis （Okamoto, 1967）
2023.4.25，林口橋付近（2♂），川桁橋上流（5♂）

シタカワゲラ科
オビシタカワゲラ属の一種　Obipteryx sp.
2023.4.25，夷田橋上流（1♂）；2023.5.25，HL猪苗代付近（2♂）

オナシカワゲラ科
モンオナシカワゲラ　Amphinemura megaloba （Kawai, 1960）
2023.4.25，林口橋付近（1♂）
サトモンオナシカワゲラ　A. zonata Okamoto, 1992
2023.4.25，川桁橋上流（5♂）；2023.8.21，夷田橋上流（1♂）
フサオナシカワゲラ属の複数種　Amphinemura spp.
2023.4.25，林口橋付近（1♀），川桁橋上流（7♀）；2023.5.25，
HL猪苗代付近（2♀），川桁橋上流（3♀）
オナシカワゲラ　Nemoura fulva （Šámal, 1921）
2023.5.25，観音寺川橋下流（1♂）；2023.10.29，川桁橋上流（1♂）
アサカワオナシカワゲラ　N. longicercia Okamoto, 1922
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2023.4.25，観音寺川橋下流（1♂），夷田橋上流（1♂）
ナライオナシカワゲラ　N. naraiensis Kawai, 1954
2023.5.25，川桁橋上流（1♂）
オナシカワゲラ属の複数種　Nemoura spp.
2023.4.25，林口橋付近（1♀），川桁橋上流（3♀），観音寺川橋下流（3
♀），夷田橋上流（2♀）；2023.5.25，川桁橋上流（2♀），観音寺川
橋下流（3♀），夷田橋上流（2♀）；2023.9.26，観音寺川橋下流（1
♀）；2023.10.29，夷田橋上流（1♀）
エンバンオナシカワゲラ　Protonemura orbiculata Shimizu, 1998
2023.3.29，林口橋付近（1♂）；2023.4.25，観音寺川橋下流（1♂）
マガリオナシカワゲラ　P. curvata Zhiltzova, 1981
2023.4.25，夷田橋上流（2♂）

クロカワゲラ科
フクシマクロカワゲラ　Capnia fukushimana Kohno, 1952
2023.3.29，HL猪苗代付近（1♀），林口橋付近（1♀），川桁橋上流

（1♀）；2023.4.25，HL猪苗代付近（1♀），林口橋付近（2♀），川
桁橋上流（1♂），観音寺川橋下流（4♀），夷田橋上流（1♀）
ユキクロカワゲラ　Eocapnia nivalis （Uéno, 1929）
2023.1.23，HL猪苗代付近（2♀）

ホソカワゲラ科
モンホソカワゲラ　Paraleuctra cercia （Okamoto, 1992）
2023.3.29，林口橋付近（2♀）

アミメカゲロウ目
ヒロバカゲロウ科
ウンモンヒロバカゲロウ　Osmylus tessellatus McLachlan, 1875
2023.7.21，HL猪苗代付近（1♀）

トビケラ目
ナガレトビケラ科
ヒロアタマナガレトビケラ　Rhyacophila brevicephala Iwata, 1927
2023.8.21，HL猪苗代付近（1♂）
クレメンスナガレトビケラ　R. clemens Tsuda, 1940
2023.5.25，林口橋付近（1♂）；2023.7.21，HL猪苗代付近（1♂）
クワヤマナガレトビケラ　R. kuwayamai Schmid, 1970
2023.5.25，HL猪苗代付近（1♂），林口橋付近（6♂），川桁橋上流（1♂）
ムナグロナガレトビケラ　R. nigrocephala Iwata, 1927
2023.5.25，夷田橋上流（1♂）；2023.6.25，川桁橋上流（1♂），夷
田橋上流（1♂）
ニッポンナガレトビケラ　R. nipponica Navas, 1933
2023.6.25，林口橋付近（2♂）
トランスクィラナガレトビケラ　R. transquilla Tsuda, 1939
2023.5.25，HL猪苗代付近（1♂）
ナガレトビケラ属の複数種　Rhyacophila spp.
2023.5.25，林口橋付近（3♀）；2023.7.21，HL猪苗代付近（1♀）

ヤマトビケラ科
ヤマトビケラ属の一種　Glossosoma sp.
2023.3.29，HL猪苗代付近（1♀）

カワトビケラ科
タニガワトビケラ　Dolophilodes japonica （Banks, 1906）
2023.3.29，HL猪苗代付近（1♂）；2023.4.25，HL猪苗代付近（1♂）；
2023.5.25，HL猪苗代付近（3♂）；2023.9.26，HL猪苗代付近（1♂）

クダトビケラ科
クダトビケラ属の一種　Phychomyia sp.
2023.6.25，夷田橋上流（1♂1♀）

キブネクダトビケラ科
キブネクダトビケラ属の一種　Melanotrichia sp.
2023.6.25，HL猪苗代付近（2♂1♀）

シマトビケラ科
コガタシマトビケラ　Cheumatopsyche brevilineata （Iwata, 1927）
2023.5.25，川桁橋上流（1♀），観音寺川橋下流（2♂9♀），夷田橋
上流（15♂1♀）；2023.6.25，観音寺川橋下流（2♂1♀），夷田橋上
流（7♂6♀）；2023.7.21，夷田橋上流（1♂）；2023.8.21，観音寺
川橋下流（1♂1♀），夷田橋上流（2♂9♀）；2023.9.26，夷田橋上
流（2♂）
ウルマーシマトビケラ　Hydropsyche orientalis Martynov, 1934
2023.5.25，川桁橋上流（1♂）

カクスイトビケラ科
マルツツトビケラ　Micrasema quadriloba Martynov, 1933
2023.6.25，HL猪苗代付近（11♂），林口橋付近（8♂）
マルツツトビケラ属の一種　Micrasema sp.
2023.6.25，HL猪苗代付近（1♀），林口橋付近（1♀）

カクツツトビケラ科
コカクツツトビケラ　Lepidostoma japonicum （Tsuda, 1936）
2023.7.21，HL猪苗代付近（2♂）；2023.9.26，HL猪苗代付近（1♂），
林口橋付近（1♂）；2023.10.29，HL猪苗代付近（2♂）
コジマカクツツトビケラ　L. kojimai （Tani, 1971）
2023.8.21，林口橋付近（1♂）
ヌカビラカクツツトビケラ　L. specuriferum （Matsumura, 1907）
2023.9.26，HL猪苗代付近（1♂）
カクツツトビケラ属の複数種　Lepidostoma spp.
2023.8.21，林口橋付近（1♀）；2023.10.29，HL猪苗代付近（3♀）

エグリトビケラ科
ホタルトビケラ　Notopsyche ruficollis （Ulmler, 1905）
2023.10.29，観音寺川橋下流（1♀）

コエグリトビケラ科
コエグリトビケラ属の一種　Apatania sp.
2023.4.25，HL猪苗代付近（1♀），夷田橋上流（1♀）

ヒゲナガトビケラ科
ヤマモトセンカイトビケラ　Triaenodes unanimis McLachlan, 1887
2023.6.25，観音寺川橋下流（1♂）

ホソバトビケラ科
ホソバトビケラ　Molanna moesta Banks, 1906
2023.9.26，観音寺川橋下流（1♂）；2023.10.29，観音寺川橋下流（1♂）

ケトビケラ科
トウヨウグマガトビケラ　Gumaga orientalis （Martynov, 1938）
2023.7.21，川桁橋上流（1♀）

チョウ目
ツトガ科
キオビミズメイガ　Potamomusa midas （Butler, 1881）
2023.6.25，夷田橋上流（1♂）；2023.8.21，夷田橋上流（1♂1♀）

「原稿受付（2024年７月11日）、査読なし」
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